
＜リストバンド＞

入院中は、リストバンドの着用をお願いしています。

これは、患者さんの手首（場合により足首）に白い柔らかいバンドをつけて本

人確認し、患者誤認を防止し、入院治療を安全に行うことを目的としています。

ご理解・ご協力をお願いいたします。

＜お名前及び生年月日の確認＞

診察や処置、検査の際は、患者さんにお名前及び生年月日を確認しますので、

ご理解・ご協力をお願いいたします。
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お願い

診察・検査・手術・処置・説明などを行う際に本人確認のため、
ご本人またはご家族にお名前を言っていただいております。

生年月日をお聞きすることもあります。

確認のためお名前を
お願いします。



入院中は、不慣れな環境や病状の変化により、筋力や注意力が低下し、思いがけ

ず転んでしまったり、ベッドなどから転落してしまうことがあります。

入院中は、以下のことに注意してください。

◆履物は、日頃履きなれている物にしましょう。

スリッパやクロックスは推奨しておりません。

かかとのある履物、特にゴム底の運動靴が転倒予防に有効です。

◆メガネ・補聴器・杖などはご自宅で愛用している物をお持ちください。

◆室内が暗くなってからのトイレは、足元に十分気をつけてください。

◆お休み時は、ベッド柵をご利用ください。

◆ベッドの上には立ち上がらないでください。

◆必要な方には、トイレなどの移動時に看護師が介助・同行します。

◆ご用があるときは、遠慮なくナースコールを押してください。

◆床頭台のテレビにて、動画を視聴ください。

転倒・転落の危険性が高い場合は、防止対策についてご相談させていただくこと

もあります。ご理解・ご協力をお願いいたします。

＜転倒・転落防止対策＞

＜義歯をご使用されている患者さんへ＞

入院中の義歯の紛失を防ぐため、次のことをお願いします。

◆義歯を保管する専用の容器（フタつき）をご準備願います。

◆容器には、フルネームをマジックで書いていただくようお願いします。

◆ティッシュに包んだり、ビニール袋（特に中身の見えないコンビニエンススト

アの袋）に入れないようにしてください。

◆当院では義歯の取り扱いには十分注意しますが、

保管や管理は患者さん・ご家族でお願いします。

紛失の責任は負いかねます。

名前



車輪のある物
につかまる

コード類

履物がスリッパ

検査・処置後
の初回歩行

睡眠薬を飲んだ
後のトイレ

トイレの後
急に立ち上がる

立ち上がる

時は３つ

数えてから

車椅子が必要な時はその都
度お持ちします。遠慮せず
看護師を呼んでください。
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に注意

こんなとき…

ベッドから
身を乗り出して
物を取る
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